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平成23年８月１日　NO  70
＜暑中 お見舞い申し上げます＞
　子どもたちが夏休みに入るのを待っていたかのように、夏らしい暑さがやってきました。
　1学期も終了し、子どもたちは夏休みに入りました。まずは、どの子も大きなケガや病気もなく、元気に過ごせたことは、保護者の皆様はじめ、子どもたちを支えて下さるたくさんの方々のおかげと深く感謝申し上げます。

　さて、終業式の日、小学生は「あゆみ」を持ち帰りました。どの子も自分の頑張った所を認められて、満足そうな「ドヤ顔」で見せてくれました。苦手なところも、しっかりと自覚して「夏休みは、宿題も自由研究もどんどんやるぞ！」とすばらしい決意に燃えている子もいて、頼もしい限りです。･･･ということは、今年こそ、夏休み最後の日に、夜遅くまで、宿題と格闘するような姿は見られない！！ということで、そこのところ、ヨロシク（笑）
　学園キャンプ（７／26～28）も、おかげさまで、無事に楽しく終えることができました。ありがとうございました。詳しい様子は「キャンプ特集号」でお知らせいたします。
　この後、各々、帰省に入りますが、病気・ケガのない楽しい夏休みを、一段と成長されたお子さまと共に有意義に過ごしてください。何か、ご心配なこと等ありましたら、いつでもご連絡下さい。学園で過ごす子どもたちも、まだまだ、海や山へ、夏の思い出作りの活動をします。乞うご期待！！



　


８月の行事予定

８／3･4　日本ハムファイターズ試合観戦（札幌ドーム）　　８／６　老人福祉センター ふれあい祭り
８／12　海水浴　　８／15　男子グループ 夏だ！海だ！焼肉だ！　　

８／17　始業式（聖十字幼稚園、南小学校、岩見沢農業高校、岩見沢東高校、岩見沢東高校定時）

８／18　始業式（新篠津高校）　　８／19　始業式（駒沢高校）　　８／22　始業式（光陵中学校）

８／27　誕生会　邦楽アンサンブル　　８／28　劇団四季ミュージカル

　
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）７月１日～３１日

　淡交会きらら青年部様　　北海道教育大学札幌校様　　北海道教育大学准教授 平野直己様　　国立大雪青少年交流の家様
　谷崎 誠様　　加賀谷恵様　　清水哲夫様　　美容室のじり様　　服部真美子様　　萩生田ひとみ様　　小太刀昭三様

　前野商店様　　ワタキュー様　　JCFA様　　石川広子様　　皆川仁様　　宮川農園 宮川久様　ZAWA.com田宮功三様

　森脇美也子様　　伊藤八重子様









＜全員で楽しい夏の始まりだ＞　女子居室行事


　なかなか小１～高３までが一同に集まれる機会がないので、全員で出掛けよう！！と誘いました。起きるのが苦手な子、アイスにつられた子･･･（笑）様々ではありましたが皆早起きして楽しみに待っていてくれました。皆で自然を満喫し、おいしいアイスを食べ、良い顔をして帰ってきました。何だかんだケンカもするけれど、楽しいことには団結できる“仲間”に成長したなぁと感じます。今日の楽しい思い出をチカラにして、また明日からそれぞれに頑張って欲しいと思います。


－ 女子グループ 安部佳代子・山上 萌 －





＜うれしい再会＞　


～ その１ ～


　ちょうど1年前のこと、登校途中のKくんが自転車通学の高校生とぶつかってケガをする出来事がありました。幸い軽傷でKくんもすぐに元気になりましたが、家族の方と謝罪に訪れた高校生の彼は、とても心配し、自分がわき見運転をしていたせいで･･･と深く悔やんでいる様子でした。


　あれから1年、先日、また一段と背が高くなった彼がお母様とご一緒にKくんのお見舞いに訪れました。折り悪くして、遊びに出かけたKくんとは会えませんでしたが、とても元気に頑張っている様子をお伝えすると、ホッと安心された様子でした。そして、Kくんや学園の子どもたちへと、たくさんのクッキーをプレゼントして下さいました。出会いは少し驚きましたが、その後のご縁は子どもたちにとってよいモデルとなるカッコイイお兄さんとの出会いとなりました。ありがとうございました。





～ その２ ～


　先日、栗沢町で農業を営んでいる武田様がたくさんのお米を届けて下さいました。武田様との出会いは昨年末のことです。その時も軽トラックにたくさんお米を積んできてくれました。実は、今をさかのぼること数年前、武田様は取得したばかりの運転免許証を落としてしまったそうです。それを拾って交番に届けたのが、当時、光が丘学園に在籍していた子どもさんだったそうで、その時からずっと、学園のことを気にかけてくださっていたそうです。そして、今年はおいしいお米がたくさん出来たから、子どもたちに食べさせてやりたくて･･･と心温まるお話を伺いました。学園を巣立っていった子どもたちがつむいでくれたうれしいご縁となりました。ありがとうございました。








＜ふれあい子どもセンターなつまり＞　


　夕涼みに出掛けようと誘うと人がどんどん増えてきました。“くじができる”とか“フランクフルト”が食べられるだけでなく皆でのんびり出掛けたいと考え、歩いて出掛けることにしました。森先生からも、出掛けてみてわかる子どもの成長ぶりが見られたことをふり返る日にもなりました。


　はじめは皆でジャングルジムにかたまっていたのですが、各々が誘い合って、各イベントに参加していました。一歩も二歩も踏み出すことで思い出として残ることを応援していきたいと思います。


－ 女子グループ 堀島 潤子 －














